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公安委員会定例会議(第31回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年12月９日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後４時00分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 委員長説示 

   新型コロナウイルスは、県内でも猛威を振るっており、数多くの年末年

始のイベントも中止となりました。引き続き、感染症対策には万全を期し

ていきたいものです。 

   さて、先月、ホンダが、世界初となるレベル３自動運転車の型式指定を

国交省から取得したとの報道がありました。自動運転技術は日々進歩し、

将来的には、手放しでドライブが楽しめる時代が到来するでしょうが、こ

うした便利さは、危険と隣り合わせであることを、常に意識しておかなけ

ればなりません。 

   私の会社では、かつて、完全自動化の機械を作り上げたことがありまし

た。安全面には考えうる限りの対策を講じましたが、半年で重大事故が発

生してしまいました。検証をしてみると、我々が考えもつかなかった想定

外の事態が発生していたことが分かりました。 

   技術の進歩により手に入れた便利さは、真に安全性が担保されているか、

常にチェックを入れていきたいものです。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和２年第30回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出書に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出書に対する回答について伺いが

あり了承した。 

  ⑶ パブリックコメントの作成 
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    刑事部から、パブリックコメント（愛媛県特殊詐欺等撲滅条例（案））

の作成について伺いがあり了承した。 

  ⑷ 特定抗争指定暴力団等の指定に係る指定期限の延長 

    刑事部から、特定抗争指定暴力団等の指定に係る指定期限の延長につ

いて伺いがあり了承した。                                                                                                                                        

  ⑸ 愛媛県暴力団排除条例改正に伴う愛媛県暴力団排除条例施行規則の制

定 

    刑事部から、愛媛県暴力団排除条例改正に伴う愛媛県暴力団排除条例

施行規則の制定について伺いがあり了承した。 

  ⑹ 愛媛県公安委員会事務専決規程の一部改正 

    刑事部から、愛媛県公安委員会事務専決規程の一部改正について伺い

があり了承した。 

  ⑺ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果34件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。 

 

３ 報告事項 

⑴ 無観客による「愛媛県警察音楽隊コンサート」の配信予定 

    総務室長から、無観客による「愛媛県警察音楽隊コンサート」の配信

予定について報告があった。 

    委員から、「コロナ禍により無観客の開催となるが、こういう形で発

信できてよかったと考えている」との発言があった。 

  ⑵ 令和３年愛媛県警察観閲式の開催方針 

    警務部長から、令和３年愛媛県警察観閲式の開催方針について報告が

あった。 

    委員から、「感染症対策も万全としていただきたい」との発言があっ

た。 

    委員から、「職員の士気向上につなげていただきたい」との発言があ

った。 

  ⑶ 年末の交通安全県民運動の実施 

    交通部長から、年末の交通安全県民運動の実施について報告があった。 

    委員から、「年末は交通量の増加も予想されるが、死亡事故抑止対策

に万全を期していただきたい」との発言があった。 
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    委員から、「横断歩道外を横断中の高齢者が事故に巻き込まれるケー

スもあり、各種機会を通じて高齢者に対する指導教養を行っていただき

たい」との発言があった。 

⑷ 苦情の受理及び処理状況 

  総務室から、苦情の受理及び処理状況（令和２年11月末）について報

告があった。 

 

 ４ その他 

   本部長から、「警察業務においても、時代の要請の中、科学技術を用い

る必要があるものも増えていくと思われるが、我々の業務は、人の人生を

左右するものがあることを念頭に、委員説示のとおり、常に便利になるこ

とに対する注意喚起を忘れることなく、すべてを機械等に任せるのではな

く、人間による慎重な判断が必要なところはしっかりと見極めていきたい」

との発言があった。 

            以 上 


